
全国でパソコン教育システムを納入
　湯沢市にある株式会社フォラックス教育の田中格社
長は、同社設立前から教材販売会社を経営していた。丁
度国内の学校でパソコン教育に力を入れ始めた頃、岩
手県で学校用パソコン教育システムを開発したベン
チャー企業があり、田中社長はその販売部門を担うこ
とになり平成７年に現在の会社を設立した。
　大手メーカーの三分の一という低価格で差別化を
図り、各地のパソコン販売会社を介してこれまでに全
国で数百校の導入実績を持つ。

非常用電源装置の開発を着想
　その会社が今回、あきた企業応援ファンド事業を活
用して、「高信頼性蓄電装置」という製品の開発に取り
組んだ。
　同社では宮城県東松島市の全市立校にパソコン教
育システムを納入していた縁もあって、震災直後に社
長自ら、バッテリーから100V電源を出力するイン
バーターを持参して現地に駆けつけた。停電が続く現
地では電源の確保に苦労していたからである。電源装
置にはエンジン式の発電機もあるが、騒音や排気ガス
のために室内では使えないし、そもそも非常時には燃

料の確保が困難になる。
　現地での体験から田中社長は、平時には100V電源
やソーラー発電でバッテリーに電気を蓄え、停電した
時に自動的にバッテリーから電気を供給できる蓄電
装置が手頃な価格で普及できれば良いのではないか
と考えるようになった。役所や一般事業所、医療機関
等で使うレーザープリンターなどは瞬間的にかなり
の電力を消費するため、それにも対応し得る高信頼性
を兼ね備えることが出来たら、非常時の混乱は最少限
に抑えられる。

製品化に見通しを得て年内に生産開始を予定
　このファンド事業は試作品の開発や展示会への出
展に活用した。昨年東京で催された国際二次電池展に
出展した際には多くの来場者の関心を集めることが
でき、製品化への自信にもつながった。
　開発期間を終え、本生産への道筋が見えてきたの
で、一年以内には市場に出回る見込みになっている。
これからは、クリーンで静かな同社製の蓄電装置の
普及が期待される。

本業は学校に納入するパソコン教育システムの製造販売だ
が、被災地支援で駆けつけて惨状を目の当たりにし、災害等の
非常時に役立つ電源装置の開発を思い立つ。あきた企業応援
ファンド事業によって製品化を果たす。

株式会社フォラックス教育

開発したパソコン教育システムは
全国で数百校の導入実績を誇る。

1 今回開発した高信頼性蓄電装置の筐
体。年内には本生産を開始する予定
とか。

2 秋田で教材販売会社を経営していた
田中格社長は、岩手のベンチャー企業
が開発したシステムの販売を担うこ
とになって現在の会社を立ち上げた。

3 同社が開発する機器は製造を台湾の
メーカーに委託し、自社でセットアッ
プして納品する。

4 今回開発した高信頼性蓄電装置はあ
きた企業応援ファンド事業の助成金
を利用して展示会に出展し、来場者の
関心を集めた。
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震災被災地の窮状を見聞きして
非常時に役立つ電源装置を開発
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材木の世界であれば、原木から切り出して大まかなサイズや
形の部材をつくる製材という工程がある。それと同じように、
各種金属材から一次加工した部材を供給するメーカーとして
全国に取引先を持つ会社が秋田にある。

三和精鋼株式会社

今回の設備貸与制度で導入した両頭フライス盤。
高精度の製品加工により顧客満足度を

高めることが可能に。
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金属一次加工品の供給元として
即納体制で全国に納入先を獲得

設備貸与制度

事業の解説

1 2 3 4

県内小規模企業者・中小企業者が導入を希望される機械設備を当セ
ンターが購入し、割賦販売またはリースする制度です。
［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／経営革新・設備資金担当まで。

1 多数の大型加工機を駆使し、小
ロットの金属一次加工に対応して
いる。

2 地元資本で同社ほどの加工機を有
している会社はなく、全国を相手に
事業展開していきたいと語る伊藤
茂敏社長。

3 金属材料から一時加工で部材をつ
くり出す。

4 顧客の注文に即納対応できるよう常
時大量の金属材料を在庫している。

制度の解説

1 2 3 4

設備貸与制度

）（センター活用事例 ）（センター活用事例

金属一次加工で全国から旺盛な受注
　にかほ市の三和精鋼株式会社は、機械製造メーカー
などからの注文を受けて鉄やアルミ、ステンレスなど
の金属材料から必要なサイズ形状の部材をつくり出
す金属一次加工の会社だ。
　「例えていうなら製材所をイメージいただければと
思います。木材であれば原木から大まかなサイズの角
材や板材を切り出し、それを工務店や大工さんに納め
ます。そのより高精度な金属版ということです」（伊藤
茂敏社長）
　20人ほどのオペレーターで全国の顧客からの注文
を受け付け、在庫してある金属材から小ロットの指定
形状の部材を切り出し、早いものでは注文の翌日には
出荷する体制を敷いている。契約している運送会社の
発送荷物取扱量が県内で２番目ということからも、き
わめて旺盛な受注状況が伺われる。

顧客満足度向上に向け新設備を導入
　一般に金属一次加工の会社は、鉄は鉄、アルミはア
ルミと、特定の素材を専門に扱うところがほとんど
である。しかし同社は各種素材の加工技術を有して

いるため、顧客からの信頼が厚い。
　更なる顧客満足の追求という経営方針に沿って、
設備貸与制度を利用し、両頭フライス盤という大型
加工機を導入した。同種の設備は既に数台所有して
いるが、加工精度が高まったことと自動化が進んだ
ことによって作業の効率化が図られた。

競争力をつけて更なる販路の拡大を図る
　昭和56年の創業当時、取引先は県内で、半導体関連
の部品製造装置用の部材供給がほとんどだったが、
短納期・低コスト・高品質で競争力をつけ、現在では
全国から顧客を獲得している。同社の高い生産技術
は海外の航空機メーカーにも評価されており、現在
はボーイング社の最新鋭旅客機に使われる部品の一
次加工品も供給している。
　商社系の大手金属一次加工のメーカーを除けば、
地元資本では東日本でもトップクラスといえる事業
規模を誇る三和精鋼。これまでの生産設備に加えて
今回導入した設備でより一層の顧客満足の向上を図
り、取引先の新規開拓にも力を入れていくという。

※3日前が土・日・祝日の場合はその前日までとなります。なお事前のお申し込みは開設日当日の相談
を効率的に行うためのものであり、事前のお申し込みがなくても当日のご相談は可能です( ICT=Information and Communication Technologyの略。「情報通信技術」と訳される）

地域資源を活用した県内企業の新商品・新役務の開発、販路拡大等の
経営革新の取組を支援します。
［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／経営革新・設備資金担当まで。
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